
平成１７年（２００５）7月 ��

　国民年金には、所得が少なく保険料を納め

ることが困難な場合に、本人の申請によって

保険料を免除する制度があります。この制度

は、前年の所得が一定の基準額以下の場合に

承認され、保険料の納付が全額免除される「全

額免除」と、半額が免除される「半額免除」

があります。

　なお、免除の承認期間は、７月（または申

請をした月）から翌年の６月分までです。前

年に免除の承認を受けられた人も申請が必要

です。

　また、３０歳未満の若年者の人については、

所得が一定の基準額以下の場合に、申請によ

って保険料の納付が猶予される若年者納付猶

予制度があります。

■問い合わせ

　市民課年金係（��０２５３）

　岡山社会保険事務局高梁事務所（��２２85）

●●●●●●●●国民年金

７
月
の
納
税

▽
固
定
資
産
税
･
都
市
計
画
税

（
第
２
期
）

▽
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

▽
介
護
保
険
料
（
第
２
期
）

▽
納
期
限　

８
月
１
日
�

※
口
座
振
替
の
人
は
、
振
替
日
ま

で
に
預
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
税
係

（
�
�
０
２
１
５
）

口
座
振
替
を　
　
　
　
　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　

市
税
等
を
口
座
振
替
に
さ
れ
て

い
る
人
に
は
、
年
１
回
、
領
収
済

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

送
付
の
時
期
は
、
す
べ
て
の
税

金
の
納
期
限
が
終
了
す
る
翌
年
３

月
末
以
降
と
な
り
、
平
成　

年
度

１７

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
４
月
中

１８

旬
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
領
収
書
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
税
係

（
�
�
０
２
１
５
）

８
月
か
ら
受
給
者
証
が　

変
わ
り
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給

者
証
（
白
色
）
に
は
有
効
期
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
前
年
の

所
得
に
よ
り
１
割
・
２
割
の
負
担

区
分
が
変
更
と
な
っ
た
人
の
み
、

７
月
中
に
新
し
い
医
療
受
給
者
証

を
送
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る　

歳
以
上
の
人（
老
人
保
健
の

７０
対
象
者
は
除
く
）が
使
用
す
る
高

齢
受
給
者
証（
白
色
）の
有
効
期
限

は
、
７
月　

日
ま
で
で
す
。
７
月

３１

中
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送

り
ま
す
。（
前
年
の
所
得
に
よ
り
１

割
・
２
割
の
負
担
区
分
が
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

　

８
月
か
ら
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
は
必
ず
新
し
い
受
給
者
証
と

健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関

の
窓
口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
変
更
前
お
よ
び
有
効
期

限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証
は
、
健
康

増
進
課
、各
地
域
局
住
民
福
祉
課
、

ま
た
は
最
寄
り
の
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
健

康
保
険
係
（
�
�
０
２
５
８
）

原
爆
被
爆
死
没
者
の　
　

慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す

　

岡
山
県
原
爆
被
爆
者
会
高
梁
支

部
・
成
羽
支
部
と
市
は
、
原
爆
被

爆
死
没
者
の
め
い
福
と
世
界
の
恒

久
平
和
を
祈
念
し
、
慰
霊
祭
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
…
８
月
６
日
�
午
前
８
時

か
ら

▽
場
所
…
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
秘
書
係

（
�
�
０
２
０
１
）

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員

　

法
務
省
で
は
、
子
ど
も
の
人
権

問
題
を
重
点
的
に
扱
う
「
子
ど
も

の
人
権
専
門
委
員
」
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
岡
山
県
下
で
は
本
年

度
は　

人
の
専
門
委
員
が
設
置
さ

１９

れ
て
お
り
、
そ
の
内
、
高
梁
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
か
ら
１
人
が

「
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
」と
し

て
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
じ
め
や
虐
待
等
、
ど
ん
な
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
委
員
名
】
新
井
晴
美
さ
ん

【
住
所
】
川
上
町
地
頭

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
地
方
法
務

局
高
梁
支
局
（
�
�
２
３
１
８
）

�
�

�
�



平成１７年（２００５）7月��

司
法
書
士
無
料
相
談
会

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
高
梁
支
部

で
は
、
司
法
書
士
無
料
相
談
会
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

▽
日
時
…
８
月
５
日
�　

午
前　
１０

時
〜　

時
１２

▽
場
所
…
市
役
所
第
４
会
議
室

▽
相
談
内
容
…
相
続
等
の
登
記
相

談
、
訴
額
１
４
０
万
円
以
下
の

簡
易
裁
判
所
事
件
に
関
す
る
相

談
、
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
県
司
法
書

士
会
高
梁
支
部　

林
忠
治
さ
ん

（
�
�
６
８
８
５
）

Ｏ
１
５
７
等
感
染
症　
　

注
意
報
発
令
中

　

現
在
県
内
で
、
腸
管
出
血
性
大

腸
菌
感
染
症
（
Ｏ
１
５
７
等
）
の

患
者
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



◎
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う

◎
台
所
は
清
潔
に
保
ち
、
ま
な
板

や
ふ
き
ん
等
の
調
理
器
具
は
十

分
に
洗
浄
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

◎
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
を

保
存
す
る
と
き
は
、
冷
蔵
庫
で

保
管
し
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◎
乳
幼
児
や
高
齢
者
等
、
抵
抗
力

の
弱
い
人
は
、
生
肉
に
は
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	






�
�
�
�
�
�

◎
主
な
初
期
症
状
は
、「
腹
痛
」「
下

痢
」な
ど
で
、さ
ら
に
進
む
と
水

溶
性
血
便
に
な
り
ま
す
。気
に
な

る
症
状
が
あ
る
時
は
、早
め
に
医

師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
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◎
患
者
の
便
に
触
れ
た
場
合
は
、

手
を
洗
い
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

◎
患
者
が
入
浴
す
る
場
合
は
、
シ

ャ
ワ
ー
の
み
か
、
最
後
に
入
浴

す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
梁
保
健
所

（
�
�
２
８
３
６
）

増
補
版
高
梁
市
史
の
販
売

開
始

　

市
で
は
こ
の
度
「
増
補
版
高
梁

市
史
（
上
・
下
）」
を
発
行
し
ま
し

た
。
こ
の
市
史
は
、
旧
高
梁
市
で

昭
和　

年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
を

５４

さ
ら
に
充
実
し
、
そ
れ
以
降
の
出

来
事
や
新
た
に
解
明
さ
れ
た
史
実

な
ど
を
書
き
加
え
、
原
始
・
古
代

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
本
は
Ａ
５
判
の

上
下
２
巻
セ
ッ
ト
で
、
販
売
価
格

は
５
０
０
０
円
で
す
。
郵
送
の
場

合
は
送
料
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
高

梁
分
室
（
�
�
０
２
８
８
）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の　

ご
案
内

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
教
育
の

た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る

公
的
制
度
で
、
入
学
時
や
在
学
中

の
費
用
と
し
て
幅
広
く
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
…
大
学
、
短
大
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
な
ど
へ
入
学
・

在
学
さ
れ
る
人
の
保
護
者
ま
た

は
ご
本
人
で
、
年
間
収
入
が
９

９
０
万
円
（
事
業
所
得
者
の
場

合
は
７
７
０
万
円
）
以
内
の
人

▽
融
資
額
…
学
生
・
生
徒
１
人
に

つ
き
２
０
０
万
円
以
内

▽
返
済
期
間
…　

年
以
内
。
交
通

１０

遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の

人
は　

年
以
内

１１

▽
元
金
据
置
期
間
…
在
学
期
間
内

（
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
）

▽
用
途
…
�
入
学
時
に
必
要
な
費

用
�
在
学
に
必
要
な
費
用

▽
利
率
…
年
１
・　

％
６５

▽
返
済
方
法
…
元
利
金
等
毎
月
払

い（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済
等
可

能
）

▽
保
証
…
�
教
育
資
金
融
資
保
証

基
金
ま
た
は
保
証
人
１
人
以
上

■
問
い
合
わ
せ　

国
民
生
活
金
融

公
庫
倉
敷
支
店
（
�
０
８
６
�
４

２
５
�
８
４
０
１
）

目
の
不
自
由
な　
　
　
　

人
の
た
め
に
愛
の
光
を

　

失
明
は
、
人
生
の
悲
し
い
出
来

事
の
一
つ
で
す
。
空
の
広
さ
、
海
の

青
さ
や
花
の
美
し
さ
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
世
の

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
非
常
に
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
に
は
今
す
ぐ
手
術
が
必
要

で
、
角
膜
移
植
の
順
番
を
待
っ
て
い

る
人
が
約　

人
い
ま
す
が
、
昨
年

４０

度
、
角
膜
移
植
の
た
め
に
提
供
さ
れ

た
眼
球
は　

眼
で
眼
球
数
が
非
常

１０

に
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
死
後
、
目
の
不
自
由
な

人
に
眼
球
を
提
供
し
た
い
と
お
考

え
い
た
だ
け
る
人
は
、
�
岡
山
県

ア
イ
バ
ン
ク
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
か
ま
た
は
、
は
が
き
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
頂
い
た
眼
球
は

移
植
希
望
者
に
移
植
さ
れ
、
善
意

の
角
膜
は
視
力
回
復
し
た
人
の
目

と
な
っ
て
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
善
意
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

�
岡
山
県
ア
イ

バ
ン
ク
（
�
０
８
６
�
２
２
３
�

６
６
２
２
）

全国被害者支援ネットワーク
民間支援組織
被害者サポートセンターおかやま
（ＶＳＣＯ）
�相談電話
　�０８６�２２３� ５  ５  ６  ２ 

こ こ ろ に

　毎週水・土曜日（午後１時～４時）
　相談・支援は無料・秘密厳守
　詳しくは、ホームページ
　http://vsco.infoまで

事件・事故の被害にあわれた人へ

顕微鏡で見た
腸管出血性大腸菌（O157）


